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第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に向けて 
 

１ 計画名称 

第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、第３期総合戦略と呼ぶ） 

 

２ 概要 

 第１期及び第２期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の考え方を踏まえ、国

の総合戦略の考え方を取り入れた構成とする。 

 国の総合戦略における４つの施策の方向、「①地方に仕事をつくる」、「②人の

流れをつくる」、「③結婚・出産・子育ての希望をかなえる」、「④魅力的な地域

をつくる」並びにデジタル実装の基礎条件整備として示している「①デジタル

基盤の整備」、「②デジタル人材の育成・確保」、「③誰一人取り残されないため

の取組」と整合性を図りながら、第３期総合戦略の基本目標及び横断的な目標

を定める。 

 計画期間については、令和８年度から令和 12年度までの５年間とする。 

 

３ 基本目標 

 国の総合戦略における施策の方向、これまで取り組んできた第１期及び２期総

合戦略の考え方を踏まえながら、第３期総合戦略の基本目標を設定する。基本

的には第２期で実施してきた施策を継続するとともに、必要に応じて施策の充

実・強化を図りつつ計画を推進する。 

 

【参考：現行の第２期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標】 

基本目標１ 

安定した雇用を創出し、地域人材の活躍の場をつくる 

【参考】現行の国総合戦略の基本目標① 

地方に仕事をつくる 

基本目標２ 

新しいひとの流れをつくる 

【参考】現行の国総合戦略の基本目標② 

人の流れをつくる 

※ 現在、国は「デジタル田園都市国家構想総合戦略」をもとに人口減少等

への対策を実施しているが、先日公表した「地方創生 2.0 基本構想」の

中で、年内にこの基本構想に沿った新たな総合戦略を策定するとして

いることから、第３期砂川市まち・ひと・しごと総合戦略の策定において

は、国の動向を注視しながら、作業を進める。国が今後策定する新たな

総合戦略が、現行の国の総合戦略から大幅に変更となったり、政治情勢

の影響等により国の基本構想の方向性自体が変更する可能性があるた

め、都度対応していく。 
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基本目標３ 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

【参考】現行の国総合戦略の基本目標③ 

結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ 

誰もが安心して暮らし続けることができる地域をつくる 

【参考】現行の国総合戦略の基本目標④ 

魅力的な地域をつくる 

 

４ 横断的な目標 

国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」では、デジタル基盤整備や人材

育成などのデジタル実装の基礎条件整備を推進し、地方のデジタル化を支援

すると示されている。 

砂川市においても、基本目標に基づく各施策に共通する横断的な目標とし

て、第２期総合戦略でも掲げていた「デジタルトランスフォーメーション（DX）

の推進（デジタルの力の活用）」に取り組むとともに、第７期総合計画において

推進を位置づけている「SDGsの推進」についても引き続き取り組む。 

 

◆デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進（デジタルの力の活用） 

第２期総合戦略に引き続き、様々な分野でデジタル技術の活用による

地域課題の解決を図るとともに、市民の暮らしをより便利で豊かにするよ

うデジタル化に取り組む。 

 ◆SDGsの推進 

第２期総合戦略に引き続き、総合戦略の各施策と SDGs の 17 の目標

の視点を紐づけ、取り組む。 

 

５ 第３期総合戦略から新たに盛り込む要素 

（１）地域ビジョン 

国の総合戦略において、地方版総合戦略では地域の個性や魅力を生かした

「地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）」の記載に努めるよう求めている。 

砂川市の総合戦略では、「砂川市人口ビジョン」で示した「目指すべき将来の方

向」をもとに、砂川市が「めざす姿」（総合戦略における重点）を定めていることか

ら、第３期総合戦略では「めざす姿」を「地域ビジョン」とも読み取ることできるよ

う文言修正することを予定している。 

 

（２）デジタルの力の活用 

   国の総合戦略では、デジタル基盤整備や人材育成などのデジタル実装の基礎

条件整備を推進し、地方のデジタル化を支援すると示されているため、砂川市

第３期総合戦略においても、横断的な目標として「デジタルトランスフォーメーシ
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ョン（DX）の推進」を掲げるとともに、デジタルの力を活用した事業を積極的に

掲載する。 

 

６ 施策検証の枠組み・産学官金労等との連携の推進 

    事業ごとに KPI を設定し、外部有識者による検証機関（砂川市総合戦略推

進委員会）による評価を行うことで、PDCA サイクルを実施し、事業の進行管

理を行う。 

 

７ 基本的方向と具体的な事業 

    基本目標をもとに、関連する具体的な事業を、総合計画の実施計画等と整

合性を図りながら掲載する。 

 

８ 策定に向けた今後のスケジュール（予定） 

時 期 内 容 

７月～ 

第１回砂川市総合戦略推進委員会 

（第２期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証、計画

変更、第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定

について） 

⇒第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略案の策定を

進める（各部署と計画内容や掲載事業等を検討・調整） 

９月～10月 

各団体との意見交換会 

（砂川商工会議所、砂川観光協会、砂川市町内会連合会、砂

川建設協会、（一社）砂川青年会議所、新砂川農業協同組

合、砂川市校長会、砂川金融協会、砂川地区連合会の計９団

体 を予定） 

令和８年１月 
第２回砂川市まち・ひと・しごと創生本部会議 

（第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略案について） 

２月上旬 
第２回砂川市総合戦略推進委員会 

（第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略案について） 

２月中旬～ パブリックコメント実施 

３月末 第３期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略 完成 

※必要に応じて、推進委員会を追加で開催するとともに、庁内においても、随時本

部会議及び部長会議を開催し、内容等についての協議を進める。 


